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1. はじめに 
国土地理院の GNSS 連続観測システム（GEONET）

は，平成 7 年の阪神・淡路大震災後に，既に構築さ

れていた南関東・東海地域における地殻連続歪監視

施設（COSMOS-G2）110 点及び全国 GPS 連続観測

網（GRAPES）100 点を統合するとともに， 400 点

の電子基準点を増設することにより構築され，平成

8 年に運用を開始した．当初は 610 点からなる観測

網だったが，運用開始から 20 年を経過した現在は約

1,300 点となり，我が国の位置の基準を定める各種測

量に利用されるとともに，平成 15 年（2003 年）十

勝沖地震や平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖

地震など多くの地震活動に伴う地殻変動を観測して

きた． 
 
2. 平成 28 年（2016 年）熊本地震の地殻変動 
平成 28 年 4 月 14 日 21 時 26 分に熊本県熊本地方

で発生した M6.5（最大震度 7）の地震以降，熊本県

を中心として活発な地震活動が発生した．最大規模

の地震は 4月 16日 01時 25分に熊本県熊本地方で発

生した M7.3（最大震度 7）の地震である． 
GEONET の観測結果によると，この地震に伴い，

電子基準点「長陽」（熊本県阿蘇郡南阿蘇村）で南西

方向に約 98cm の移動、上下方向に約 24cm の隆起な

ど，熊本県を中心に大分県，長崎県などを含む広い

範囲で地殻変動が確認された．また，GEONET の地

殻変動データから，地震を引き起こした断層の長さ

は布田川断層帯に沿って約 27km と推定された．こ

の結果は政府の地震調査委員会に報告され，この地

震について，震源断層は北東－南西方向に延びる右

横ずれ断層であり，主に布田川断層帯の布田川区間

の活動によると評価している． 
だいち 2号データの SAR干渉解析（2.5次元解析）

の結果によると，布田川断層帯の北側で最大 1m 以

上の沈降，南側では最大 30cm 以上の隆起が把握さ

れた．また，東西方向の変動は，布田川断層帯の北

側では東向きに最大で 1m 以上，南側では西向きに

最大 50cm 以上の変動となっており，今回の地震が

右横ずれ断層運動であったことと調和的である．

SAR で検出された地殻変動は，GEONET が捉えた変

動と概ね整合している．  

3. リアルタイム解析で観測された地殻変動 

平成 23 年度から東北大学との共同研究の下，国土

地理院では新たな GEONET のリアルタイム解析シ

ステム（GEONET による津波予測支援のための情報

提供システム：REGARD）の開発を進めてきた（川

元他，2016）．REGARD は，GEONET でリアルタイ

ムに収集されるデータを解析し，各電子基準点の変

位量から断層モデルを計算することで即時に地震規

模の推定が可能なシステムである． 
今回の熊本地震は，REGARD が定常的な運用を開

始して初めての顕著な地殻変動を伴った地震である．

REGARD の結果では，電子基準点「長陽」で南西方

向に約 1m の移動が観測されており，GEONET の解

析結果と比較すると、概ね±5cm 程度で一致してい

ることが分かった． 
 
4. 提供データの拡充と電子基準点の測量成果改定 
電子基準点の観測データについては，平成 28 年 4

月から GPS，準天頂衛星，グロナスに加え，欧州連

合のガリレオを含めて提供を開始した．これにより，

位置情報サービスや i-Construction の要となる情報

化施工に不可欠な技術であるリアルタイム測量の安

定性が向上することが期待される．また，熊本地震

の影響を受けて平成28年4月から公表停止となって

いた電子基準点の測量成果については，平成 28 年 5
月 19 日に改定成果を公表した． 
 
5. まとめ 

GEONET は，平成 8 年の運用開始以降，様々な測

量に利用されるとともに，熊本地震など GEONET
が記録した地殻変動は地震調査委員会に報告され，

地震活動の評価に貢献してきた．また，昨年の火山

活動の活発化を踏まえ，火山周辺の電子基準点に対

して，停電時においても地殻変動観測を継続できる

よう太陽光発電設備を設置し，電源供給を確保する

取組を進めているところである．今後も必要な

GEONET の改良を進めるとともに，測量・測位・防

災・位置情報サービスに不可欠なインフラとして貢

献していきたい． 
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